
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
４
年
５

月
20
日
、
東
京
・
文
京
区
湯
島
の
鉄
二
健
保
会
館

で
第
44
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
今
回
も
昨
年

度
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
本
人
出
席
の
場
合
は
会
場
１
階

入
口
で
検
温
と
消
毒
を
済
ま
せ
て
か
ら
の
入
場
と

な
っ
た
。
本
人
出
席
８
人
、
書
面
出
席
13
人
、
委

任
状
出
席
11
人
の
総
計
32
人
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
竹
内
雅
夫
副
理
事
長
が
開
会
を
宣

し
、
廣
濵
泰
久
理
事
長
が
挨
拶
し
た
あ
と
議
長
と

な
り
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。
第
１
号
議
案
「
令

和
３
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認

の
件
」、
第
２
号
議
案
「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決

会
員
組
合
通
常
総
会
報
告

挨拶する廣濵泰久理事長

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は

令
和
４
年
６
月
24
日
、
Z
o
o
m
を
活

用
し
て
第
44
回
定
時
総
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
理
事
７
人
、
監
事
２
人

の
合
計
９
人
。

清
水
雄
一
郎
副
会
長
が
開
会
の
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
廣
濵
泰
久
会
長
が
挨
拶

し
た
。
続
い
て
廣
濵
会
長
が
議
長
と
な

り
「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
及
び
決

算
関
係
書
類
承
認
の
件
」「
令
和
４
年

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経
費

の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」「
定

款
一
部
変
更
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

安
藤
宏
行
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ

終
了
し
た
。

一般缶業界では、令和4年3月期の生産・販売実績が、そ
れぞれ前年同月比106．7％、112．0％と回復しているこ
とから、順調に推移すれば1年を通して昨年度を上回る実
績を残すことも考えられる。こうした状況を踏まえながら
本年度は諸事業を実施していく。

一般缶PR事業では、可能な範囲内で学校教育と連携し、
出前授業を活用して「一般缶モノづくりMOVIE」の普及推
進に努めるとともに、この動画を視聴することができる
QRコードを連合会のホームページ、一般缶リーフレット、
名刺等に貼り付けることにより、その活用推進を図る。ま
た、一般缶ノベルティ「ミニ蝶番缶」を「エコプロ2022」及
び「組合まつりin TOKYO」の出展ブースで来場者に配布
する。また、昨年度はコロナ禍で中止した『優CANレポート』
の発行については、缶の良さを中身メーカーの声として
レポートする形で再開する。展示会によるPRでは、持続
可能な社会の実現に向けた環境展「エコプロ2022」にス
チール缶リサイクル協会、全国十八リットル缶工業組合
連合会と共同出展し、リサイクルの優等生である一般缶
の環境特性を3R（Reduce,Reuse,Recycle）の面から一般
消費者等にアピールする。また、一般缶のリサイクルをよ
り円滑に進めるために本連合会が自主制定した「一般缶
材質表示マーク」の使用に関するマニュアル改正につい
ては、全日本一般缶PR活動推進協議会において再度検討
を加えたうえで、これを理事会に諮り決定する。

教育情報事業では、所属員会社が今後どのような戦略
を立て、持続的経営を行っていくかのヒントにつなげら
れるよう「一般缶イノベーションフォーラム2022」を開催
する。さらに、本年で第45回目を迎える全国流通委員会・
部会協議会は、会員組合からの要望等を勘案したテーマ
で Zoom 開催する。情報提供事業として「一般缶連合会
ニュース」を2回発行するとともに、一般缶業界に関連し
た情報を適宜収集し、提供する。このほか、調査研究事業
では、「景気動向等アンケート」及び「一般缶鉄鋼月報」の
取りまとめを行い、業界動向の把握に努める。

● ● 令和４年度事業方針 ● ●
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日
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定
の
件
」、
第
３
号
議
案
「
令
和
４
年
度
借
入
金

残
高
の
最
高
限
度
決
定
の
件
」、第
４
号
議
案
「
定

款
一
部
変
更
の
件
」、
第
５
号
議
案
「
定
款
変
更

認
可
申
請
に
お
け
る
字
句
の
一
部
修
正
委
任
の

件
」、
第
６
号
議
案
「
専
門
委
員
会
規
約
一
部
変

更
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。
筒
井
久
常
任
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
４
年
５

月
19
日
、
大
阪
市
北
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
で

第
54
期
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
委
任

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
４
年
７

月
13
日
、
大
阪
・
天
王
寺
区
石
ヶ
辻
町
の
ホ
テ
ル

ア
ウ
ィ
ー
ナ
で
合
同
部
会
を
２
年
半
ぶ
り
の
対
面

で
開
催
し
た
。
出
席
者
は
５
人
。
内
容
は
以
下
の

通
り
。

1
「
原
材
料
等
値
上
が
り
に
伴
う
価
格
転
嫁
動

向
調
査
集
計
結
果
」の
報
告
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
、
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合

会
が
令
和
４
年
４
月
４
日
に
実
施
し
た
「
原
材
料

等
値
上
が
り
に
伴
う
価
格
転
嫁
動
向
調
査
」
の
集

計
結
果
を
説
明
し
、
活
用
方
法
等
を
報
告
し
た
。

2
鋼
材
動
向
に
関
す
る
情
報
交
換

　

①
第
一
次
、
第
二
次
の
鋼
材
値
上
げ
の
価
格
転

嫁
動
向
と
こ
れ
か
ら
第
三
次
へ
の
対
応
な
ど
、
今

後
自
社
の
取
り
組
む
方
向
性
②
食
缶
・
塗
料
缶
・

化
学
缶
・
１
８
ℓ
缶
他
の
種
別
対
応
③
各
社
の
コ

ロ
ナ
禍
で
の
人
員
確
保
等
に
つ
い
て
、
情
報
交
換

し
た
。

3
第
45
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会

で
の
討
議
事
項
の
事
前
打
合
せ

＊
開
催
要
領
の
事
前
説
明

　

令
和
４
年
７
月
22
日
午
後
３
時
Z
o
o
m
開
催

＊
缶
種
別
グ
ル
ー
プ
討
議

　

�

参
加
者
を
缶
種
別
①
食
品
・
雑
貨
系
②
化
学
・

薬
品
系
に
分
け
る
。

＊
討
議
テ
ー
マ

　

�

鋼
材
・
印
刷
・
副
資
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
に
対
す
る
自
社
の
取
組
内
容
（
価

格
転
嫁
、
経
費
削
減
、
営
業
の
新
規
開
拓
、
付

加
価
値
向
上
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
）

＊
缶
種
別
グ
ル
ー
プ
長
に
よ
る
討
議
報
告

状
を
含
め
19
人
。
清
水
雄
一
郎
理
事
長
が
挨
拶
し

た
の
ち
議
長
と
な
り
「
令
和
３
年
度
事
業
並
び
に

決
算
報
告
書
の
承
認
の
件
」「
令
和
４
年
度
予
算

案
並
び
に
事
業
計
画
承
認
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
馬
場
康

之
副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。
こ

の
あ
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
賛
助
会
員
11
人
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
、
懇
親
を
深
め
た
の
ち
散
会
し

た
。中

部
製
罐
工
業
協
同
組
合

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
令
和
４
年
５
月
16

日
、
名
古
屋
市
中
村
区
・
O
K
B
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ザ
で
第
72
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
委
任
状
を
含
め
８
人
。

安
藤
宏
行
理
事
長
が
開
会
を
宣
し
、
挨
拶
し
た

の
ち
議
長
と
な
り
「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
（
案
）
の
件
」「
令

和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）

な
ら
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に

関
す
る
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
「
田
中
耕
太
郎
監
事
の

辞
任
に
伴
う
監
事
選
挙
に
関
す
る
件
」
で
は
、
選

考
委
員
に
よ
る
指
名
推
選
の
結
果
、
近
藤
正
臣
氏

が
監
事
に
就
任
し
た
。
以
上
で
第
72
回
通
常
総
会

を
終
了
し
た
。

西日本組合第54期通常総会の会場風景

東日本一般缶工業協同組合は
令和３年度第 41 回優良従業員
表彰を行った。
表彰式は組合創立以来毎年実
施してきたが、令和２年度に続
き令和３年度もコロナ禍の状況
に鑑み中止した。ただし、令和
３年度については令和３年 12月
１日開催の理事会で組合員各社
から推薦された５人の被表彰者
を決定していたので、表彰式は
行わず、受賞者には表彰状と記
念品を贈る形にした。
受賞者は以下の通り。（敬称略）

◆太田修司（金方堂松本工業㈱）
◆吉見優生（同社）
◆森下恵梨（㈱ヒロハマ）
◆宍倉めぐみ（同社）
◆櫻井　悟（水戸部製缶㈱）

第41回優良従業員表彰を
実施

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

合
同
部
会
を
開
催

合
同
部
会
を
開
催

東日本一般缶工業協同組合

優良従業員５人が栄えある
理事長表彰を受賞

一般缶連合会ニュース／第137号（令和4年7月29日）2



東
日
本
一
般
缶
工
業
協

同
組
合
は
令
和
４
年
２
月

15
日
、
Ｚ
o
o
m
を
活
用
し

た
Ｗ
e
b
セ
ミ
ナ
ー
「
文

系
で
も
解
る
機
械
の
電
気
」

を
開
催
し
た
。
人
材
育
成

委
員
会
（
委
員
長
・
最
上

裕
光
最
上
Ｃ
Ａ
Ｎ
㈱
社
長
）
が
企
画
し
、
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連

合
会
傘
下
の
西
日
本
組
合
の
組
合
員
会
社
も
参
加
し
た
。
総
勢
で
11
社

33
人
。
最
上
委
員
長
の
司
会
で
進
行
し
、
主
催
者
を
代
表
し
て
廣
濵
泰

久
理
事
長
が
「
一
般
缶
は
長
い
ス
パ
ン
で
見
る
と
生
産
量
が
少
し
ず
つ

減
っ
て
は
き
て
い
る
が
、
大
き
く
言
え
ば
日
本
の
文
化
・
文
明
を
支
え

て
い
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
あ
る
の
で
、
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ

の
先
も
供
給
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
次
世
代
を
担
う
人
材
の

育
成
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
本
委
員
会
が
あ
り
、
最
上
委
員
長
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
。
も
の
づ
く
り
に
は
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
る
が
、

今
回
は
共
通
テ
ー
マ
で
あ
る
『
機
械
の
電
気
』
に
つ
い
て
、
エ
ヌ
エ
ス

金
属
工
業
㈱
の
中
田
則
彦
社
長
に
お
願
い
し
た
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て

実
務
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
開
講
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

中
田
講
師
は
①
私
た
ち
が
直
面
す
る
電
気
ト
ラ
ブ
ル
と
は
？
②
自
社

の
機
械
に
何
の
部
品
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
か
？
③
制
御
盤
の
中
に

入
っ
て
い
る
も
の
は
？
④
電
気
回
路
の
基
礎
⑤
テ
ス
タ
ー
の
使
い
方
⑥

電
気
図
面
を
用
意
し
よ
う
⑦
よ
く
あ
る
電
気
ト
ラ
ブ
ル
つ
い
て
具
体
例

を
用
い
て
解
説
し
た
。
質
疑
応
答
の
あ
と
、松
村
明
宗
運
営
委
員
が
「
昨

今
、
仕
事
に
求
め
ら
れ
る
速
度
が
年
々
増
し
て
い
る
中
で
電
気
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
る
と
大
変
困
っ
て
し
ま
う
。
明
日
か
ら
の
仕
事
に
役
立
て
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
い
き
た
い
」
と
閉
会
の
挨
拶
で
締
め
く

く
っ
た
。
終
了
後
に
行
っ
た
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
「
説
明

が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
初
心
者
で
も
よ
く
理
解
で
き
た
」

と
い
う
反
面
、「
電
気
の
基
礎
知
識
が
足
り
な
く
て
理
解
で
き
な
か
っ

た
部
分
が
あ
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
回
の
開
催

が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
Ｗ
ｅ
ｂ
を
使
っ
た
の
で
「
実
物
の
機
械
や
配
電
盤

の
前
で
電
気
図
面
と
見
比
べ
な
が
ら
講
義
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
理

解
が
深
ま
っ
た
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
東
京
都
中

小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
の
技
と
食
の
祭
典

「
組
合
ま
つ
り
i
n�

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」に
出
展
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
が
94.
0
％
（
２
０
２
０
年
度
）

を
誇
り
、
環
境
に
優
し
く
、
循
環
型
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
一
般
缶
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
販

路
拡
大
等
を
目
指
し
ま
す
。

全日本一般缶工業団体連合会はエコの最前線が集結
し、持続可能な未来を拓く社会課題解決に向けた展示会
「エコプロ２０２２」にスチール缶リサイクル協会、全
国十八リットル缶工業組合連合会と共同出展します。
本展には環境への関心の高い一般消費者やビジネス

パーソン、行政・自治体など環境を取り巻く多様なステー
クホルダーが一堂に集います。
この出展を通じて、さまざまな容器包装材がある中で、

リサイクル率が 94.0％（２０２０年度）を誇る一般缶（ス
チール缶）は循環型社会の優等生であることを広くＰＲ
します。

令和4年12月7日(水)～9日(金) 10:00～17:00会 期 東京ビッグサイト東ホール会 場

エコプロ２０２２に共同出展します!エコプロ２０２２に共同出展します!
全日本一般缶工業団体連合会

東日本一般缶工業協同組合

「文系でも解る機械の電気」をテーマに開催ＷebセミナーＷebセミナー

手づくりのテキストで分かり
やすく解説する中田講師

エコプロ2021出展ブースの展示コーナー

2021年12月2日～3日に開催した組合まつりinTOKYOの
テープカットシーン

令和5年1月18日（水）
～19日（木） 

10:00～19:00（19日は17:00まで）

会　期

東京国際フォーラム
ホールＥ

会　場

「組合まつりin 「組合まつりin 
ＴＯＫＹＯ」ＴＯＫＹＯ」

に出展します!に出展します!

技と食の祭典

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

一般缶連合会ニュース／第137号（令和4年7月29日）3



全
日
本
金
属
印
刷
工
業

協
同
組
合
連
合
会

会
　
長  

中 

田 

正 

和

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
─
二
─
六

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話�

〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
─
一
八
─
一

大
崎
フ
ォ
レ
ス
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電　

話�

〇
三（
四
五
三
一
）六
八
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
二
八
〇
）八
一
六
〇

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

田 

辺 

敏 

幸

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
─
二
─
三

電　

話�

〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

北 

野 

嘉 

久

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
─
六
─
一

電　

話�

〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

日
本
製
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

橋 

本 

英 

二

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（順不同）

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
─
二
八
─
一
一

電　

話�

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

代
表
取
締
役
社
長  

廣 

濵 

庄 

一 

郎

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話�

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

安 

藤 

宏 

行

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋

二
─
四
─
一
七��

千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話�

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

清 

水 

雄 
一 
郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話�

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

廣 

濵 

泰 

久

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会
　
長  

廣 

濵 

　 

泰 

久

副
会
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

副
会
長  

安 

藤  

　
宏 

行

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話�

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

東
京
都
錻
力
地
金
商
業

協
同
組
合

理
事
長  

松 

苗 

昭 

文

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
─
七

電　

話�

〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘二

─
四
八
〇
七

電　

話�

〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由 

記 

夫

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話�

〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

 

代
表
取
締
役  
神 

宮 

芳 

次 

郎

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
─
六

電　

話�

〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ�
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
─
四
六
─
九

電　

話�

〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

岩 

田 

明 

義

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

一
─
一
三
─
一

電　

話�

〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

水 

戸 

部 

伸 

寿

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
─
二
八
─
一
二

電　

話�

〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

松 

本 

旭 

央

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話�
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ�
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
多
賀西

松
ヶ
花
一

電　

話�

〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

一
─
七
─
三
八

電　

話�

〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

四
─
一
〇
─
四
四

電　

話�

〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

株
式
会
社
ゼ
ン
ユ
ー

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
─
二
四

電　

話�

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

生
野
金
属
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
─
三
─
二
八

電　

話�

〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

大
阪
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
〇

電　

話�

〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

五
─
一
一
─
二
四

電　

話�

〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
─
五
─
一
六

電　

話�

〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

剛 

志

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
─
七
─
二
〇

電　

話�

〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

板 

垣 

　
毅

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
─
五
─
二
〇

電　

話�

〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

日
西
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満 

里 

子

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠一一

六
五
─
二

電　

話�

〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

光
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

吉 

田 

龍 

一
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東
京
都
墨
田
区
本
所
一
─
二
─
三

電　

話�

〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

高
野
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

社
会
福
祉
法
人
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

名
古
屋
金
属
工
場

代
表  

近 

藤 

正 

臣

愛
知
県
名
古
屋
市
港
区
十
一
屋

一
─
七
〇
─
四

電　

話�

〇
五
二（
三
八
二
）一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
五
二（
三
八
三
）四
五
三
三

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話�

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

金
属
工
場

代
表
取
締
役  

岩 

橋 

　
徹

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

二
─
四
─
三
四

電　

話�

〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（順不同）

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
─
一
四

電　

話�

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
四
八

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｙ

代
表
取
締
役
社
長  

宮 

内 

　
太

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話�

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

菊 

井 

　
治

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
─
四
八
─
一
五

電　

話�

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 
孝 
之

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
─
一
四
五

電　

話�

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

酒 

匂 

博 

之

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
─
七
一

電　

話�

〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

中
村
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村 

　
定

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
─
五
─
一
五

電　

話�

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

富

安

株

式

会

社

代
表
取
締
役  

田 

川 

正 

之

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話�

〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

代
表
取
締
役  

江 

連 

　
一

株
式
会
社

城
北
錻
力
印
刷
工
業
所

代
表
取
締
役  
竹 

腰 

忠 

臣

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
─
一

電　

話�

〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
─
三
八
─
六

電　

話�

〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話�

〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　 

治

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
─
三

電　

話�

〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿冨田

四
四
六
二

電　

話�

〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
─
三
一
─
一
八

電　

話�
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

西
部
容
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

川 

島 

大 

吾

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

一
─
二
二
─
一
四

電　

話�

〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

三
幸
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
丁
目
六
─
三

電　

話�

〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

是
松
鋼
商
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

一
─
一
─
四
〇

電　

話�

〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

株
式
会
社
井
上
博
商
店

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

歩 

美

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話�

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

株
式
会
社
Ｎネ

ピ

ユ

ー

・
Ｐ・
Ｗ
技
研

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

将 

之

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
─
七
─
一

電　

話�

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

新
里
機
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

東
京
都
狛
江
市
岩
戸
北
三
─
一
一
─
九

電　

話�

〇
三（
三
四
八
八
）四
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
四
三
〇
）〇
四
三
七

千
代
田
第
一
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

鈴 

木 

信 

夫

株
式
会
社

セ
ゾ
ン
保
険
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長  

富 

岡 

勝 

巳

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
─
二
一
─
一

ア
ウ
ル
タ
ワ
ー
四
階

電　

話�

〇
三（
三
九
八
八
）一
五
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
九
八
五
）八
二
三
七

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩五

─
一
七
─
二

電　

話�

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

大 

貫 

雄  

一

株
式
会
社

愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役  

桑 

田 

敬 

士

東
京
都
渋
谷
区
本
町
二
─
三
九
─
一
四

電　

話�

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
六
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3
／
2	

事
務
局
長
協
会「
理
事
会
」

3
／
9	

商
工
中
金
都
内
店
舗
合
同

	

事
務
局
長
会
議（
W
e
b
e
x
）

3
／
11	

事
務
局
長
協
会
・
組
合
士
協

	

「
合
同
研
修
会
」

3
／
15	

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
会
議

3
／
16	

東
京
中
央
会

	

「
令
和
４
年
度
下
期
情
報
連
絡
員

	

報
告
会
」

3
／
16	

組
合
士
協
会

	

「
正
副
会
長
会
議
」「
常
任
理
事
会
」

3
／
18	

第
５
回
理
事
会（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

4
／
8	

監
事
会

4
／
14	

事
務
局
長
協
会「
総
務
部
会
」

4
／
19	

第
１
回
理
事
会（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

4
／
20	

第
70
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
20	

組
合
士
協
会

	
「
正
副
会
長
会
議
」「
役
員
会
」

4
／
22	
全
国
組
合
士
協
会
連
合
会

	
「
第
１
回
理
事
会
」

4
／
27	
事
務
局
長
協
会「
理
事
会
」

5
／
10	

東
京
中
央
会

	

「
役
員
・
評
議
員
合
同
会
議
」

5
／
18	

組
合
士
協
会「
第
47
回
通
常
総
会
」

5
／
20	

第
44
回
通
常
総
会

5
／
31	

東
京
中
央
会「
第
70
回
通
常
総
会
」

6
／
8	

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合

	

「
算
定
基
礎
説
明
会
」

6
／
10	

全
国
組
合
士
協
会
連
合
会

	

「
通
常
総
会
」

	

「
組
合
士
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
」

6
／
23	

東
京
中
央
会「
労
働
委
員
会
」

7
／
６	

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合

	

「
第
５
０
５
回
理
事
会
」

7
／
８	

東
京
中
央
会

	

「
役
員
・
評
議
員
合
同
会
議
」

7
／
11	

関
東
経
済
産
業
局

	

「
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
・コ
ー
ド
実
践

	

の
手
引
き
説
明
会
」

7
／
27	

全
国
組
合
士
協
会
連
合
会

	

「
第
２
回
理
事
会
」（
Z
o
o
m
）

7
／
28	

東
京
都
鉄
二
健
康
保
険
組
合

	

「
第
１
２
９
回
組
合
会
」

西
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合

3
／
24	

役
員
会

5
／
19	

第
54
期
通
常
総
会

5
／
25	

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

7
／
13	

合
同
部
会

全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会

2
／
24	

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会

	

「
研
修
会
」（
Z
o
o
m
）

3
／
18	

第
５
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
Z
o
o
m
）

3
／
18	

第
７
回
全
日
本一般
缶

	

Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協
議
会

4
／
27	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

5
／
20	

会
計
監
査

5
／
26	

第
１
回
理
事
会（
役
員
会
）

	

（
Z
o
o
m
）

6
／
23　
「一般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
２
」

	

第
１
回
運
営
委
員
会（
Z
o
o
m
）

6
／
24	

第
44
回
定
時
総
会（
Z
o
o
m
）

6
／
27	

「
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会
」

	

第
１
回
担
当
委
員
会
議（
Z
o
o
m
）

7
／
5	

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

	

連
合
会「
第
22
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
18
」

7
／
7	

「一般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

２
０
２
２
」講
師
打
合
せ

7
／
22	

第
45
回
全
国
流
通
委
員
会
・

	

部
会
協
議
会（
Z
o
o
m
）

7
／
26	

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

令
和
4
年
8
月
か
ら

令
和
5
年
1
月
ま
で
の
行
事
予
定

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
４
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
／
2	

第
２
回
理
事
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

令
和
４
年
４
月
20
日
茨
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

第
70
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し
た
。
今
回
、記

念
品
と
し
て
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ク
を
配
布
。
参
加

者
は
18
人
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り

優
勝	

小
林�

達
生
氏	
46
50
96
24
72

	

（
明
祐
工
業
）

二
位	

志
賀�

正
人
氏	

42
50
92
18
74

	（
エ
ヌ
エス
金
属
工
業
）

三
位�	

江
連�

一義
氏	

43
42
85
10
75

	（
江
連
金
属
印
刷
所
）

シ
ニ
ア
枠

優
勝	

志
賀�

正
人
氏	

42
50
92
18
74

	（
エ
ヌ
エス
金
属
工
業
）

　

次
回
は
令
和
４
年
11
月
22
日
に
開
催
予
定
。

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

　

令
和
４
年
５
月
25
日
奈
良
県
の
奈
良
国
際
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
、晴
天
の
下
、第
１
５
８
回
の
ゴ
ル

フ
会
を
開
催
し
た
。

　

上
位
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

優
勝	

田
中�

信
吾
氏	

54
46
27.6
72.4

	

（
三
幸
商
事
）

二
位	

佐
々
木�

浩
司
氏	

47
43
16.8
73.2

	

（
富
安
金
属
印
刷
）

三
位�	

井
上�

明
氏	

46
58
30.0
74.0

	

（
大
日
製
罐
）

　

次
回
は
令
和
４
年
10
月
に
行
う
予
定
。

令
和
4
年
2
月
か
ら
7
月
ま
で
の
行
事

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

2
／
3	

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合

	

「
第
５
０
４
回
理
事
会
」

	

（
R
e
m
o
t
e�

M
e
e
t
i
n
g
）

2
／
15	

人
材
育
成
委
員
会

	

「
Ｗｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
」（
Z
o
o
m
）

2
／
18	

東
京
都
火
災
共
済
協
同
組
合

	

「
代
理
所
研
修
会
」

2
／
22	

東
京
都
鉄
二
健
保
組
合

	

「
第
１
２
８
回
組
合
会
」

	

（
R
e
m
o
t
e�

M
e
e
t
i
n
g
）

11
／
22	

第
71
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

12
／
1	

第
３
回
理
事
会
・
忘
年
会

令
和
５
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
／
12	

三
役
挨
拶
回
り

1
／
18
～
19
東
京
中
央
会

	

「
組
合
ま
つ
り
i
n�

T
O
K
Y
O
」

2
／
1	

第
42
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

西
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合

令
和
４
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

8
／
6	

役
員
会　

10
月
上
旬　
４
Ｓ
会

10
月
下
旬　

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会
予
定

11
月
中
旬　

合
同
部
会

12
／
2	

役
員
会

全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会

令
和
４
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9
／
5	

経
済
産
業
省
金
属
課

	

「
令
和
４
年
度一般
缶
業
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

10
／
26	

一般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
フ
ォ
ー
ラ
ム

	

2
0
2
2

12
／
７
～
９　
エコ
プ
ロ
２
０
２
２

令
和
５
年 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1
／
11	

三
役
年
始
挨
拶
回
り

1
／
20	

第
２
回
理
事
会（
役
員
会
）

1
／
20	

全
日
本一般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

	

推
進
協
議
会

1
／
20	

令
和
５
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

令和３年１２月～令和４年５月までの
一般缶生産出荷実績

 （単位：t）

年 月 生 産
出　　　　荷

在　庫
販　売 その他

経 

済 

産 

業 

省 

デ 
ー 
タ

3. 12 4,982 5,396 29 9,931
（5,252）（5,382） （4） （9,375）

4.   1 4,639 4,460 1 10,125
（4,692）（4,462） （27） （9,558）

2 4,748 4,624 1 10,257
（4,509）（4,612） （2） （9,450）

3 5,028 5,076 21 10,201
（5,501）（5,275） （10） （9,664）

4 4,461 4,412 1 10,260
（4,762）（4,679） （2） （9,736）

5 4,231 4,022 1 10,477
（4,335）（4,199） （5） （9,886）

年 月 生 産
出　　　　荷

在　庫
販　売 その他

連 

合 

会 

デ 

ー 

タ

3. 12 3,557 3,624 7,015
（3,369） （3,554） （6,806）

4.   1 2,931 2,789 7,060
（2,569）（2,550） （6,961）

2 2,688 2,644 7,118
（2,495）（2,482） （6,921）

3 3,028 3,115 7,084
（2,839）（2,781） （6,953）

4 3,037 2,948 7,159
（2,991）（2,920） （7,086）

5 2,664 2,620 7,178
（2,763）（2,679） （7,174）

（　　　）内は前年同月実績
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載

合
伝
言
板

組
《
代
表
者
交
代
》

（
東
日
本
組
合
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

明
邦
鋼
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長	

酒
匂�

博
之
氏　

令
和
４
年
７
月

《
住
所
変
更
》

（
一
般
賛
助
会
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
鉄
物
産
㈱

〒
1
0
3
─
6
0
2
5

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
７
─
１

東
京
日
本
橋
タ
ワ
ー
23
～
26
階

電　

話�

０
３（
６
７
７
２
）５
０
０
１（
代
表
）

（
東
日
本
協
力
会
員
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
ブ
リ
キ
セ
ン
タ
ー
㈱

〒
1
0
0
─
0
0
0
4

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
２
─
２
─
１

新
大
手
町
ビ
ル
６
階

電　

話�

０
３（
５
２
０
３
）６
２
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
３（
５
２
０
３
）６
２
３
９

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
変
更
無
し

令
和
４
年
５
月
２
日
よ
り
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